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不均一性（Heterogeneity）について

　日々、知的障害や発達障害のある子どもの認知

特性の評価や評価に基づく支援に関する研究活動

をやっているつもりです。そのアプローチは実験

であったり、相談であったり、検査実施だったり

ですが、どのようなアプローチであれ、頭を悩ま

せるものでもあり、考慮すべきでもあるのが、個

人差の大きさだと感じています｡ このことに関し

て、この 10 年くらいの間に、いくつかの ADHD

や ASD、LD における不均一性（Heterogeneity）

の存在を指摘する研究、それをどう扱うかに関す

る研究が報告されてきています。それらを見る限

り、多くなくても同じようなことを考えている人

たちはある程度おられるのだと実感できます｡ こ

の、不均一性（Heterogeneity）については、検

査の開発や実施、その解釈にもかかわる中でも、

子どもたちが示すさまざまな困難への対処方法、

方略の利用を含めた補償的な処理・代替的な処理

による補いによるパフォーマンスの近似化あるい

は向上の可能性にもあてはまると思うところ、や

はりそれらについて指摘する研究もあります（こ

れ ら は heterogeneity developmental disabilities

というキーワードで検索するといろいろ出てきま

す（英語ですが））。

　個人差が大きいのは当たり前だ、とお叱りを受

けそうだなと思いながらも、それでも考え続けな

ければならないのは、多少なりとも理論的背景に

根ざしたアプローチを、不均一性を考慮しつつ、

個々の子どもに特化したアプローチにどう結びつ

けていくか、だと思っています。そのためには、

かかわるこちら側が、ある考えややり方にこだわ

りすぎないようにすることも大事だという、やっ

ぱり当たり前だろうと叱られそうなこともまた、

考え続けなければならないと思っています｡
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